








川崎病が一疾患単位として成立することは広く認められた事実であるが,原因が不明であ

る以上,その診断は臨床症状に依存せざるを得ない。したがってその診断を容易にかつ確実

にする目的で診断の手びきが作成され,数次の改訂を経て今日に至っている。またこの診断

の手びきは同時に研究対象群としての川崎病症例を一定にするという役割も果している。

しかし近年川崎病の症例数が増加するにつれ,川崎病の臨床症状も必ずしも一定ではなく,

その重症度にもかなりの軽重があり,一部診断の手びきを満さない症例が存在することも

臨床的に観察されているが,この事実に対しての調査はあまり行なわれていない。 

また最近の川崎病診断の手びきの改訂において,新しく主要症状 4 項目のみしか満さなく

とも冠動脈病変を認めれば川崎病として扱うこととなったが,実際どの程度の頻度でこの

ような症例があるかについては検討されていない。 

このような点から今回我々は川崎病の診断の手びきに合致しないが,臨床的に川崎病と診

断された例(ここでは非定型例と呼ぶ)について検討したので報告する。 


